
用語解説 

用 語 解 説 

ＮＰＯ Ｎｏｎ-Ｐｒｏｆｉｔ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎの略で、

様々な非営利活動を行う非政府、民間の組織であり、通常民

間非営利組織と呼ばれている。 

エンパワーメント 自己決定の力、仕事の技術や能力、経済力、物事を決定する

場の発言力など、一人ひとりが力をつけること。第４回世界

女性会議におけるキーワードの一つ。 

家族経営協定 農業や漁業経営に参画する個人の地位及び役割を明確化し、

その意欲と能力を充分に発揮できるようにするため、経営の

方針や家族一人ひとりの役割、働きやすい環境づくりなどに

ついて、家族の話し合いにより取り決めるもの。 

固定的性別役割分担意

識 

：男女を問わず個人の能力等によって役割の分担を決めるこ

とが適当であるにもかかわらず、「男は仕事、女は家庭」「男

性は主要な業務、女性は補助的業務」等のように、性別を理

由として役割を固定的に分ける考え方。 

積極的改善措置(ポジテ

ィブ・アクション) 

男女間の参画の機会の格差を改善するため必要な範囲内で、

男女のいずれか一方に対し、その機会を積極的に提供するこ

とをいう。 

ＤＶ(ドメスティック・

バイオレンス) 

配偶者やパートナーなど親密な関係にある(あるいはあった)

者からの暴力をいう。身体に対する暴力だけでなく、暴言や

著しく粗暴で恐怖心をいだかせる行為など、精神的な暴力も

これにあたる。 

特定事業主行動計画 「次世代育成支援対策推進法」に基づき、特定事業主（国の

各府省や地方公共団体）が、自らの職員の子どもたちの健や

かな出生と育成を支援するため、策定・推進する計画。ま



た、「女性活躍推進法」に基づき、特定事業主が実施する女

性の職業生活における活躍の推進に関する取組内容や目標を

定めた計画。 

リプロダクティブ・ヘル

ス／ライツ 

リプロダクティブ・ヘルス（性と生殖に関する健康）とは、

平成６年（１９９４年）の国際人口・開発会議の「行動計画」

及び平成７年（１９９５年）の第４回世界女性会議の「北京

宣言及び行動綱領」において、「人間の生殖システム、その機

能と（活動）過程の全ての側面において、単に疾病、障がい

がないというばかりでなく、身体的、精神的、社会的に完全

に良好な状態にあることを指す」とされている。また、リプ

ロダクティブ・ライツ（性と生殖に関する権利）は、「全ての

カップルと個人が自分たちの子どもの数、出産間隔、並びに

出産する時を責任をもって自由に決定でき、そのための情報

と手段を得ることができるという基本的権利、並びに最高水

準の性に関する健康及びリプロダクティブ・ヘルスを得る権

利」とされている。 

 


